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〈目的〉

イワシやサパなどの浮魚類の資源安定のための基礎資料を得る。

〈試験研究方法〉

調査地区外ヶ浜町平舘

調査回数毎月 l回

対象魚種 マイワシ、カタクチイワシ、サパ類(マサパおよびゴ、マサパ)

対象漁法小型定置網

調査内容 体長・体重測定

持獲量集計

なし分担 関係

〈結果の概要・要約〉

Oマイワシ

図lにH17年からH21年の5カ年の漁獲の推移を示した。漁獲量はH18年の407tをピークに減少し、

H21年は38.7tと5年平均の26.2弘前年の70犯となった。図2にH21年の月別漁獲量の推移を示した。

H21年は5月に、漁獲がピークとなった。ピーク時の被鱗体長組成は、 113mm~167mmの範囲で、モード

が131mm~137mm と 140mm~146mm'こあった(図3) 。

0カタクチイワシ
図4にH17年からH21年の5カ年の漁獲の推移を示した。漁獲量は、 H20年は1914tと好漁となり、

H21年は699tと5年平均の116.7弘前年の36.5怖となった。図5にH21年の月別漁獲量の推移を示した。

H21年は5月 ~6月に漁獲のピークとなった。漁獲が最も多かった5月の被鱗体長組成は、 73mm~127mm

の範囲にあった(図的。

0サパ類
図7にH17年からH21年の5カ年の漁獲の推移を示した。漁獲量はH19年以降の8tを境に増加傾向

にあり、 H21年は61.2tと5年平均の110.1弘前年の148.2%となった。図8にH21年の月別漁獲量の推

移を示した。 H21年は11月 ~12月に漁獲のピークとなった。漁獲が最も多かった12月のマサパの尾
文長組成は、 160mm~244mmの範囲で、モード、が 180mm~192mm と 208mm~212mmにあった(図的。
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〈主要成果の具体的なデータ〉
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マイワシ被鱗体長組成図3
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カタクチイワシ月別漁獲量図5
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〈今後の問題点〉

調査地区を陸奥湾湾口部の平舘地区に限って

いるが、青森県全体の浮魚資源状況を把握する

ため、八戸港の資源情報を入手する必要がある。
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〈次年度の具体的計画〉

調査を継続する。

〈結果の発表・活用状況等〉

平成21年度第1回太平洋イワシ、アジ、サパ等長期魚海況予報会議及び平成21年度第2回太平洋イ
ワシ、アジ、サパ等長期魚海況予報会議で報告した。

尾文長(mm)

マサパ尾叉長組成図 9
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